
JP 4130116 B2 2008.8.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　帯電防止マットであって、
　弾性を有する導電性材料から成る格子形成部材を略同じ形状の格子穴を多数有するよう
に格子状に配置して形成され、
　任意に選択した２０ｍｍ四方の領域において、格子形成部材の割合が１５～９０％であ
り、
　格子形成部材の高さが厚さよりも大きく、且つ作業者の靴が接する格子形成部材の上方
の端部が先細に形成されている、
　ことを特徴とする帯電防止マット。
【請求項２】
　格子形成部材の割合が４０～６０％であることを特徴とする請求項１に記載の帯電防止
マット。
【請求項３】
　格子形成部材の下方の端部が平らに形成されていることを特徴とする請求項１に記載の
帯電防止マット。
【請求項４】
　格子形成部材が、押し出し型のスロットから第１の速度で押し出される直線部材と、隣
接する直線部材の間に押し出し型のスロットから第１の速度よりも速い第２の速度で押し
出され隣接する直線部材の間で褶曲する波状部材から成ることを特徴とする請求項１に記
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載の帯電防止マット。
【請求項５】
　ハニカム状に格子が形成されていることを特徴とする請求項１に記載の帯電防止マット
。
【請求項６】
　導電性材料がＪＩＳ７２１５のプラスチックのデュロメータ硬さ試験方法による硬度で
４０～７０の値を有することを特徴とする請求項１に記載の帯電防止マット。
【請求項７】
　導電性材料の漏洩抵抗が１０ｋΩ～１００ＭΩである、ことを特徴とする請求項１に記
載の帯電防止マット。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、主に床上に配設され、静電気を帯電した人や物が載った時に静電気を地面に容
易に流すことのできる帯電防止マットに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、静電気を嫌う環境が増加している。例えば、電子部品を扱う工場では静電気を帯び
た作業者が触れると、電子部品が損傷することもあり、帯電した作業者の静電気を逃がす
ことが歩留まり、信頼性の向上のために必要である。そのために、床の上に導電性材料か
ら成る膜を貼り付けることが多い。ところが、このような場合、床はコンクリート製であ
ることが多く、クッション性が悪く、作業者への疲労負荷が大きい。
【０００３】
そこで、クッション性を重視した帯電防止マットとして、例えば、特許文献１（特開平９
－２７６２０５号公報）に記載のマットがある。このマットはモノフィラメントのランダ
ムなループを堆積したものものであって、クッション性はよいがフィラメントの長さが大
きいために、充分な帯電防止機能を発揮ができないことがある。また、作業者の足（靴）
が踏みつける表面にフィラメントのループが露出しており、歩行しにくく、また、当初は
フィラメントのループが厚さ方向に立っていたものが長期間使用している内に倒れて、あ
るいは寝てしまい、その結果、クッション性も悪化していくという問題があり、また、内
部にゴミがたまりやすいという問題もある。
【０００４】
【特許文献１】
特開平９－２７６２０５号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は上記問題に鑑み、良好な帯電防止機能を有し、クッション性を長期にわたって維
持できる帯電防止マットを提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　請求項１の発明によれば、帯電防止マットであって、
　弾性を有する導電性材料から成る格子形成部材を略同じ形状の格子穴を多数有するよう
に格子状に配置して形成され、
　任意に選択した２０ｍｍ四方の領域において、格子形成部材の割合が１５～９０％であ
り、
　格子形成部材の高さが厚さよりも大きく、且つ作業者の靴が接する格子形成部材の上方
の端部が先細に形成されている、
ことを特徴とする帯電防止マットが提供される。
　請求項２の発明によれば、請求項１の発明において、格子形成部材の割合が４０～６０
％であることを特徴とする帯電防止マットが提供される。
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　請求項３の発明によれば、請求項１の発明において、格子形成部材の下方の端部が平ら
に形成されていることを特徴とする帯電防止マットが提供される。
　請求項４の発明によれば、請求項１の発明において、格子形成部材が、押し出し型のス
ロットから第１の速度で押し出される直線部材と、隣接する直線部材の間に押し出し型の
スロットから第１の速度よりも速い第２の速度で押し出され隣接する直線部材の間で褶曲
する波状部材から成ることを特徴とする帯電防止マットが提供される。
　請求項５の発明によれば、請求項１の発明において、ハニカム状に格子が形成されてい
ることを特徴とする帯電防止マットが提供される。
　請求項６の発明によれば、請求項１の発明において、導電性材料がＪＩＳ７２１５のプ
ラスチックのデュロメータ硬さ試験方法による硬度で４０～７０の値を有することを特徴
とする帯電防止マットが提供される。
　請求項７の発明によれば、請求項１の発明において、導電性材料の漏洩抵抗が１０ｋΩ
～１００ＭΩである、ことを特徴とする帯電防止マットが提供される。
【０００７】
【発明の実施の形態】
以下、添付の図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。
図１に示されるのは本発明による帯電防止マット１の第１の実施の形態の上面図であって
、直線部材１１と波状部材１２を含む格子形成部材１０を有し、隣接する２つの直線部材
１１の間に波状部材１２が挟まれ、直線部材１１と波状部材１２は互いに結合している。
【０００８】
そして、例えば、一つの波状部材１２の、図中上方に凸の部分を山とし、図中下方に凸の
部分を谷とすると、隣接する２つの山と、これらの山が接する直線部材１１の間に（図中
上が広い）釣鐘状の格子穴１３が形成され、隣接する２つの谷と、これらの谷が接する直
線部材１１の間には（図中下が広い）釣鐘状の格子穴１３が形成されている。
【０００９】
　帯電防止マット１は約９０ｃｍ×６０ｃｍの大きさを有しているが、任意に選択した２
０ｍｍ四方の領域において、少なくとも１つの、好ましくは、２つ以上の、格子穴１３が
含まれ、格子形成部材１０の割合は、１５～９０％とされ、好ましくは４０～６０％とさ
れる。　なお、格子形成部材１０の割合が、１５％以下の場合は上下方向の変形が過大に
なり、形状を維持することができないし、９０％以上の場合は静電気の発生量が大きくな
る。
【００１０】
　ここで、任意に選択した２０ｍｍ四方の領域において、としているのは、この帯電防止
マットは人の足（靴）で踏まれるものであって、例えば、約９０ｃｍ四方の大きさを有し
ている。したがって、単に、この全体の面積に対して格子形成部材１０の割合を規定した
だけでは、足（靴）がそのまま全部入るような大きな格子穴ができる可能性があるからで
ある。
【００１１】
図２は図１のII-IIに沿って見た波状部材１２の断面図であって、上端は図２の（Ａ）に
示されるような円弧状、または、（Ｂ）に示されるような台形状の、先細な形状とされ、
逆に下端は平らにされている。このように、上端を先細にすることによって、静電気の発
生がさらに抑制され、下端を平らにすることにより発生した静電気が逃げていきやすい。
【００１２】
（Ａ）の場合も、（Ｂ）の場合も、厚さｔ１は０．８～２．０ｍｍ、好ましくは１．０～
１．４ｍｍ、より好ましくは１．２ｍｍとされ、高さｈ１は上記の厚さにした場合に、２
～２０ｍｍ、好ましくは５～１０ｍｍ、より好ましくは７ｍｍとされる。
そして、（Ａ）の場合の上端部の円弧の半径は０．５ｔ～４ｔにされ、（Ｂ）の場合の台
形の高さｈ’は０．２５ｔ～０．５ｔとされる。
そして、波の数は直線部材１１に波状部材１２が５個接する長さＷｆ（図１参照）で規定
して、Ｗｆ＝１０ｍｍ～６０ｍｍ、好ましくは３８ｍｍとされる。
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【００１３】
図３に示すのは図１のIII－III線に沿って見た直線部材１１の断面図であって、厚さｔ２
は０．５～１．５ｍｍ、好ましくは０．８ｍｍとされ、高さｈ２は波状部材１２の上端部
分を除去した値とされている。したがって、この第１の実施の形態においては、作業者の
足（靴）が接するのは波状部材１２である。
【００１４】
次に、格子形成部材１０の材料について説明する。この第１の実施の形態における格子形
成部材１０の材料は塩化ビニールに導電性の可塑剤を混練したものである。塩化ビニール
に混練する導電性の可塑剤はいわゆる界面活性剤であり、界面活性剤を混練することによ
り樹脂の表面を導電性にするだけでなく表面の摩擦による電荷発生も防止する。
【００１５】
この界面活性剤は、イオン性を基準に、アニオン活性剤、カチオン活性剤、両性活性剤、
非イオン活性剤の４つに分類される。
塩化ビニールと相性の良いのは、アニオン活性剤のアルキルスルホン酸塩、アカチオン活
性剤のアミド型カチオン類、両性活性剤のアルキルベタイン類、非イオン活性剤の脂肪酸
モノグリセリド、ソルビタン脂肪酸エステル等がある。
【００１６】
塩化ビニール１００重量部に対し、導電性可塑剤が８０～１８０重量部程度添加されるが
、さらに、少量の安定剤が追加される。安定剤としては、金属せっけん（高級脂肪酸の金
属塩）が用いられるが、金属としては、例えば、Ba（バリウム）／Zn（亜鉛）の２成分が
もちいられる。この場合、ZnせっけんはHClの捕捉、アリル塩素との置換をおこない、Ba
せっけんはHClの捕捉、ZnCl2との配位子交換によるZnせっけんの再生をおこない、ZnCl2
とBaせっけんによるZnせっけんの再生がすぐれた安定化効果を発揮する。
【００１７】
そして、上記のようにして生成される材料は、ＪＩＳＫ７２１５に規定される「プラスチ
ックのデュロメータ硬さ試験方法」で計測されるデュロメータ硬さが、４０～７０、好ま
しくは５５となるようにされる。デュロメータ硬さが４０以下であると、上下方向に過大
に変形してしまい、７０以上であると製品全体の弾力性がなくなり、作業者への負担が過
大になってしまう。
【００１８】
また、漏洩抵抗が以下の値を有するように導電性可塑剤が混練される。
＜加工前の材料（シート状）＞
下限値＝１０ｋΩ、上限値＝１００ＭΩ、好ましくは５００ｋΩ
＜第１の実施の形態の形状に加工したもの（ＳＵＳ板の上に配置）＞
下限値＝１００ｋΩ、上限値＝１０ＭΩ、好ましくは１０ＭΩ
＜第１の実施の形態の形状に加工したもの（他の床材の上に配置）＞
下限値＝１００ｋΩ、上限値＝２００ＭΩ、好ましくは２５ＭΩ
いずれもＥＳＤ　ＳＴＭ７．１の試験法による。
なお、下限値以下であると感電のおそれがあり、上限値以上であると静電気が逃げていか
ない。
【００１９】
次に、第１の実施の形態の帯電防止マット１０の製造方法について説明する。
第１の実施の形態の帯電防止マット１０は、上記のように生成される材料を加熱して溶融
状態にし、それを図４に示されるような押し出し型５０の出口から押し出して製造される
。この押し出し成形は、特公平６－５５４０３号公報に記載されているものであるので簡
単に説明する。
【００２０】
第１スロット５１が直線部材１１を形成するためのものであり、第２スロット５２が波状
部材１２を形成するためのものである。第１スロット５１は幅が狭いためにここから出て
くる材料の速度は低く直線状に出てくる。一方、第２スロット５２は幅が広いためにここ
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から出てくる材料の速度は速く、第２スロット５２を出て来たものは褶曲し、波状になり
、これが、直線部と接合するのである。
【００２１】
上記のようにして形成される第１の実施の形態の帯電防止マットの性能について説明する
。前述のデュロメータ硬さが５５となるようにしたものは良好なクッション性を得ること
ができ、米国ＥＳＤ協会　ＳＴＭ９７．２の試験法で計測した人体の帯電電位も１Ｖ以下
であった。
【００２２】
次に第２の実施の形態について説明する。図５に示すのが第２の実施の形態の帯電防止マ
ット１を上方から見た図であって、六角形のハニカム格子を有している。
この場合の格子形成部材２０の厚さｔ３は、第１の実施の形態の波状部の厚さｔ１と同じ
く、０．８～２．０ｍｍ、好ましくは１．０～１．４ｍｍ、より好ましくは１．２ｍｍと
される。また、高さｈ３も上記の厚さにした場合に、２～２０ｍｍ、好ましくは５～１０
ｍｍ、より好ましくは７ｍｍとされる。
【００２３】
この第２の実施の形態の製造は、第１の実施の形態とは異なり、図６に示すような半割要
素２１を型で成形し、これを六角形の穴ができるように順次対向配置して、加熱、または
、接着剤を用いて、互いに接合することによりおこなう。
あるいは、図７に示すように、六角形の部材２２を押し出し成形し、これを、多数束ねて
加熱、または、接着剤を用いて、互いに接合し、その後、所定の高さに切断して製造する
こともできる。
また、図８にシート状の導電材料２３に図示のような切れ目２４を入れ、その後、切れ目
に直角な方向に引っ張ることでも製造することができる。
【００２４】
以上、第１の実施の形態で直線部材と波状部材で格子穴が波形になるように格子を形成し
た場合と、第２の実施の形態で格子穴がハニカム状になるように格子を形成した場合とを
説明したが、格子、あるいは、格子穴の形状は、これらに限定されるものではなく、その
他の任意の形状にすることができ、例えば、格子穴が四角形になるようにすることも可能
である。
【００２５】
次に、上記のようにして製造される、本発明の帯電防止マットの使用例について図９を参
照して説明する。
図９の（Ａ）は、例えば、タイル、塗り床、長尺シート金属板で導電性の床１００が施工
されている場合に、その上に置く場合を示し、必要な場所に、本発明による帯電防止マッ
ト１を敷くだけでよい。
（Ｂ）は通常の非導電性の床１００′の上に置く場合を示し、先ず、導電性シート１１０
を非導電性の床１００′の上に置き、その上に本発明の帯電防止マット１を敷く。そして
、導電性シートを接地処理したものである。導電性シート１１０は、例えば、導電性樹脂
で製造されたものや、あるいは、ステンレス板のような金属板でもよい。あるいは、金属
箔を部分的に貼るものでもよい。
（Ｃ）は帯電防止マット１に導電性繊維１２０を織り込み、その繊維を接地したものであ
る。
【００２６】
【発明の効果】
　各請求項に記載の発明は、帯電防止マットであるが、
　弾性を有する導電性材料から成る格子形成部材を略同じ形状の格子穴を多数有するよう
に格子状に配置して形成され、任意に選択した２０ｍｍ四方の領域において、格子形成部
材の割合が１５～９０％とされ、格子形成部材の高さが厚さよりも大きく、且つ作業者の
靴が接する格子形成部材の上方の端部が先細に形成されており、
良好なクッション性と良好な帯電防止機能を両立する、ことができる。
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　格子形成部材の割合を、請求項２の発明のように、４０～６０％とすると好ましい。
　導電性材料の硬さを、請求項６の発明のように、ＪＩＳ７２１５のプラスチックのデュ
ロメータ硬さ試験方法による硬度で４０～７０の値を有するようにすると好ましい。
　導電性材料の漏洩抵抗は、請求項７の発明のように、１０ｋΩ～１００ＭΩとするのが
好ましい。
　請求項３の発明のように、格子形成部材の下方の端部を平らに形成すれば静電気が逃げ
やすい。
　請求項４の発明にように、格子形成部材が、押し出し型のスロットから第１の速度で押
し出される直線部材と、隣接する直線部材の間に押し出し型のスロットから第１の速度よ
りも速い第２の速度で押し出され隣接する直線部材の間で褶曲する波状部材から成るよう
にすれば、押し出し型で容易に製造できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施の形態の帯電防止マットの上面図である。
【図２】図１のII-II線にそって見た断面図である。
【図３】図１のIII-III線にそって見た断面図である。
【図４】第１の実施の形態の帯電防止マットを製造する型を示す図である。
【図５】第２の実施の形態の帯電防止マットの上面図である。
【図６】第２の実施の形態の一つの製造方法における半割要素を示す図である。
【図７】第２の実施の形態の別の製造方法における六角形断面の要素を示す図である。
【図８】第２の実施の形態のさらに別の製造方法を説明する図である。
【図９】本発明の帯電防止マットの使用例を示す図であって、
（Ａ）は導電性床材の上に置く場合を示し、
（Ｂ）は通常の非導電性床材の上に導電性シートを介して置く場合を示し、
（Ｃ）は本発明の帯電防止マットに導電性繊維を織り込み、その繊維を接地した場合を示
す。
【符号の説明】
１…帯電防止マット
１０…格子形成部材
１１…直線部材
１２…波状部材
１３…格子穴
２０…格子形成部材
２１…半割要素
２２…六角形部材
２３…シート上導電性材料
２４…切れ目
５０…押し出し型
５１…第１スロット
５２…第２スロット
１００…導電性の床
１００′…非導電性の床
１１０…導電性シート
１２０…導電性繊維
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